日高敏隆先生の講演 by 日高 敏隆 & Toshitaka HIDAKA












































































































































































































































































































































































































































































































































－ 60 － － 61 －
理的イリュージョンができていくと、死ぬことがあると死後の世界を考えるとかですね、い
ろいろとほかの動物がないことをどんどんどんどん考えて、そこから現実が生まれると、そ
ういうふうにもっといい芸術というふうになって、そこでまた進歩主義が出てくるでしょう
が、ある意味でのね。しかし、芸術の場合は進歩主義が悪いことじゃないかもしれませんね。
というような気がしていますけどね。まさに、それは先生がおっしゃるとおりだと思います。
【池　内】　すみません、池内です。それで言いますとね、人間の持っている内部的なプログ
ラム、まあ遺伝子的なプログラムと環境との相互作用によって、眠っていた遺伝子が目覚め
るというのか、開拓されるというのか、それが本当に伝わるのかどうかは知りませんけどね、
次の世代に。そこへ、そのような多様性を、環境との相互作用の多様性を獲得してきたのは、
特に人間であるというふうに言えるんですかね。
【日　高】　どうでしょうね。眠っていた遺伝子が、大体いるのかな。
【高　畑】　ジーンサイレンシングなんかそうじゃないんですか。
【池　内】　遺伝子がスイッチオンとかオフとか、よく言いますよね。
【日　高】　そうですね。だから、そういう遺伝子もともとある。ちょっと、そうですね、
１９４０年代ぐらいだと、そういう遺伝子ができたというような人もいたんですね。結局も
ともとあった。それがオンになるか、オフになるかというだけの話。人間の場合はそういう
ことがありますよ、当然。人間はそういう動物だということになるんじゃないんですか。そ
れは場所である可能性が一つ出る。
【司　会】　どうもありがとうございました。
【日　高】　どうも勝手なことを言いまして。ありがとうございました。
[ 付記 ]　日高敏隆氏のご都合により、記録の校正はお願いできませんでした。そこで編集担
当の廣田、高畑の責任において、不十分ながら校正させていただきました。
